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1．研究目的と背景 

近年、子ども服が大人化していると感じた。

女子小学生のファッションに向ける意識の高ま

りは、『東洋経済 ONLINE』の 2018 年 6 月

19 日の記事で「小学生向けのファッションブ

ランドが増え、幼いころからオシャレを楽しむ

のも一般的になりつつあるいま、大人に負けな

いほど美容意識や人気が高い小学生も登場して

いる」と指摘されている。 

そこで、子ども服の大人化に着目し、（1）

子ども服はどのように変化してきたか（2）子

ども服が大人化する背景と要因の 2 点を本研究

の研究目的とした。 

 

2．研究方法 

女子小学生をターゲットとする『プチバース

デイ』（1987年3月2003年9月）『CANDy』

（2001 年 6 月～2006 年 3 月）『ニコプチ』

（2006 年 9 月～）の 3 誌と、女子大学生や社

会人をターゲットとする『non・no』（1971

年 5 月～）を比較することで、子ども服が大人

化している現状を明らかにすることとした。調

査は、『プチバースデイ』が創刊された 1987

年から 2017年までの 30年間を対象に行った。 

 

3．調査結果 

 雑誌調査の結果から、子ども服は 2004 年頃

から徐々に大人化していることが明らかとなっ

た。2004 年頃に、それまでイメージキャラク

ターで人気を集めていた百貨店で店舗を展開す

るブランドが誌面から姿を消し、代わりに渋谷

109 系のファストファッションブランドが登場

した。子ども服はそれまで大人服とは全く違っ

た流行を作り上げていたが、2004 年頃を境に

大人服との距離を縮め始めている。 

2010 年には、大人服と同一アイテムが流行

した。2009 年に『non・no』に掲載されたミ

ニ丈のティアードスカートは、2010 年から

2011 年にかけて『ニコプチ』にも登場する。

色や柄のバリエーションは子ども服の方が豊富

だったが、コーディネートに使用されたアイテ

ムに大人服との違いは見られなかった。 

2015 年頃には、子ども服も大人服も、シン

プルでベーシックなアイテムが好まれるように

なる。無地の子ども服が数を増やし、配色や全

体のシルエットを意識したコーディネートが展

開された。 

 

4．結論と考察 

 調査結果から、子ども服が大人化しているこ

とは明らかとなった。また、子ども服が大人化

している背景や要因として（1）百貨店中心に

店舗を展開するブランド人気の衰退（2）ファ

ストファッションブランドの登場（3）母親の

ファッションセンスの変化（4）SNS の普及が

あると考えた。これらの要因はそれぞれが絡み

合って作用している。 

1990 年代後半から 2000年代初頭にかけて、

ローティーンの子どもを持つ母親は、「新人類

世代」と呼ばれた世代にあたる。ブランド志向

の強いファッションを好んだ「新人類世代」の

母親たちは、百貨店ブランドの高級子ども服に

魅力を感じた。その結果、百貨店で店舗を展開

するブランドの人気が高まり、ブランドのイメ



 

ージキャラクターブームが巻き起こった。 

しかし、2000 年代中期になると、ストリー

ト発祥のファッションが流行した「団塊ジュニ

ア世代」の母親が台頭する。「団塊ジュニア世

代」の母親が登場したことで、渋谷 109系のブ

ランドやギャップキッズ、ユニクロなどのファ

ストファッションが人気を集めるようになる。

特にギャップキッズやユニクロといったブラン

ドは、大人服から派生しているという背景もあ

り、子ども服は大人服の流行をいち早く取り入

れることが可能となった。 

さらに、近年では SNS が普及したことで、

子どもが直接、流行情報を手に入れることが容

易になっている。今後ますます子ども服の大人

化が進み、子ども服と大人服の境界が完全にな

くなることを予感させられた。 
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